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研究成果の概要（和文）：日本の村張り定置網の機能を途上国の漁村振興に役立てるための適用モデル構築を目指して
日本国内での実態調査として津波被害を受けた三陸地方並びに富山県氷見市の定置網について視察並びに情報収集を行
い，特に地域振興に向けた漁業協同組合と市役所の役割や機能，そして協業化による復興可能性について調査した。途
上国での調査としては2003年にタイ国ラヨンに技術移転された日本式定置網についての調査を実施し，漁期を通じた漁
獲傾向の変化，漁獲物販売流通経路と魚価設定の方式を明らかにしてきた。これらの成果をもとに，氷見市，そしてタ
イ国とインドネシアの定置網技術移転の事例を比較して地域振興の駆動力となる因子を解析した。

研究成果の概要（英文）： For the purpose to empower the coastal fishing community in the developing 
countries, the technology transfer of Japanese-type of set-net was challenged through the introduction of 
appropriate tools for the local fishers working together as the group, under the community-based 
management system, for utilizing the coastal fisheries resources on the sustainable level.
 The community-based set-net can create the opportunity for the ownership of fishing ground with the 
profit sharing among fishers and for the community. This can give the concept of the own garden for 
managing the coastal fishing ground and fisheries resources, then can lead to the Community-based Coastal 
Management by the Fishermen’s Cooperative strategy.

研究分野：海洋生物資源学

キーワード： 村張り定置網　地域振興　環境インパクト　東南アジア　技術移転　操業システム　漁場環境　国際情
報交換

  ２版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

途上国の沿岸漁業の持続的な発展を担保
する上で，沿岸域管理手法の確立が重要で
あり，日本の沿岸で伝統的に培われてきた
自分の海を自分たちで守るという「浜の理
論」が改めて見直されている。特に漁業協
同組合の役割や，そのもとでの定置網漁業
の経営が途上国の漁村振興の道具となるこ
とを提案し，東南アジア各国へ日本式の「村
張り定置網」の技術移転を実施してきた。 

これまでの途上国への定置網技術移転の
試みの中でも，沿岸域住民の合意形成の上で，
漁場管理を前提とした日本の定置網漁業を
紹介し，個々に操業する漁業者の協業化を促
進させるために，漁場の利用管理と持続的沿
岸漁業のツールとして「村張り定置網」を導
入し，定着させることを検討してきた。 

このように地域コミュニティの中に漁業
経営体を組織することで，住民の収入が安定
し，沿岸漁村振興が実質的，効果的に促進さ
れることが期待される。同時に，他地域への
「村張り定置網」の普及を考えつつ，持続的
な漁業技術，水産物加工・流通，漁家経営の
改善を図り，対象地域の沿岸漁業の持続的発
展と地域振興を図ることが可能と考え，これ
までにタイ国並びにインドネシアにおいて
技術移転を進め，成果を上げてきたものであ
る。 

 

２．研究の目的 

わが国で歴史的に発展してきた村張り定
置網の機能を途上国支援に適用していくた
めのモデルを構築することを目的とする。 
このために日本での定置網の操業・経営体

制を漁村振興のための機能として捉え直し，
特に操業経費と水揚げの観点から収益配分
のシステム形成の仕組みを調査して，「村張
り定置網」の機能を現代的視点で明らかにす
る必要がある。同時に，東南アジア各国での
技術移転と普及展開の過程を追跡調査する
なかで，国情や漁場環境，そして漁業者の生
活，沿岸域の利用形態に応じた「村張り定置
網」の在り方を確認し，発展途上国の漁村振
興に適用するためのモデル構築を目指すも
のである。なお，この研究過程で，定置網漁
業が受動的な漁具であることから「水産資源
に対して優しい」という定義の検証を漁獲記
録，並びに安定同位体分析による漁獲物の栄
養段階の推定をもとに解析する。 

 

３．研究の方法 

 東南アジアを始めとする発展途上国へ日
本式定置網の技術移転を行う上で，日本の
村張り定置網が漁村振興のためにどのよう
な機能を果たしていたかを改めて検証する。
そのために，日本各地の代表的な定置網を
選んで歴史的背景と実態についての調査を
行い，特に三陸地方の津波被害復興に際し
て村張り定置網がどのように漁村振興に機
能するかを調査する。同時に東南アジアで

現在進行している技術移転の現場での実態
や問題点・可能性について調査を行い，両者
を合わせて途上国の漁村振興に適用するた
めのモデルを構築する。 

これに並行して，タイ国に技術移転された
定置網の水揚げ資料をもとに，漁獲物の平均
栄養段階の数値をもって資源へのインパク
トの指標となるものかを検証し，漁場や漁具
構造によるインパクトの高低比較や長期デ
ータからの急激な変動の兆しが現れる可能
性を探り，定置網技術導入が沿岸域の資源に
影響しないことを実証する。研究内容に対応
して以下の 3つの方法でのアプローチを取る。 

1) 日本の村張り定置網の漁村振興の機能： 

三陸地方の定置網漁業について津波復興の
過程での共同操業方式の導入といった操業
体制の変化について調査し，定置網漁業先進
地である富山県氷見市での実態調査と合わ
せて，途上国への技術移転にあたって参考と
なるシステムの抽出を行い，地域振興のため
に定置網がもつ機能を整理する。 

2) タイ国での定置網技術移転の状況把握： 

タイ国に導入された日本式定置網について，
日本からのプロジェクト支援が完了して以
後の地元での定着の様子，そして他地域への
普及展開の過程を追跡する。特に漁業者グル
ープを構成するプロセスや，そのなかでの指
導的役割を果たす人材の在り方，漁業者の意
識変化について，主に聞き取り調査によって
解明を進める。同時に漁場環境と漁獲傾向の
関係を調査し，周辺漁場での他の沿岸漁業活
動の実態，漁場制度の仕組み等と関連させて，
定置網漁業が沿岸漁業のなかで基幹漁業種
として存在できるためのパターンを確認す
る。 

3) 定置網の水産資源へのインパクトの解析 

 定置網が受動的な漁具であることから，ト
ロールや巻き網に比べて資源へのインパク
トの小さいことが日本では強調されてきた。
このことについて，タイ国に導入された定置
網の水揚げ資料をもとに，生態系の上位魚種
（魚食者）から低位魚種（プランクトン食者）
までの栄養段階別の漁獲物組成の長期変動
を確認する。同時に，タイ国定置網での漁獲
物について筋肉片と胃内容物の炭素・窒素同
位体分析を行い，漁獲物平均栄養段階（Mean 

Trophic level）の長期的変動を明らかにして，
水産資源へのインパクトを定量化する指標
となるかを検討する。 

 

４．研究成果 

 定置網漁業は日本では400年の歴史があ
るとされ，現在に至るまで漁具材料や設計，
そして操業技術といった面での開発・改良の
努力が続けられ，各地域沿岸の基幹漁業種と
して位置づけられている。特に，大型定置網
の場合は村張り制度という日本独自の経営
組織が今でも理念として残っており，生産に
かかわる漁業者から流通・加工といった活動
も含めて，一つの定置網で村の経済が成立す



ることが大きな特徴となっている。また，一
定の海域を周年占有するという特異な操業
形態にあるため，漁業権として漁業協同組合
の管理下にあり，組合自営あるいは生産者組
合を結成しての経営が行われる場合が主流
である。 

 東日本大震災で被害を受けた地域の中
で，岩手県，宮城県は定置網漁業が盛んなこ
とで知られており，サケ定置網を主体に日本
の大型定置網統数の 1 割を占め，地域の基幹
産業のひとつであった。被災後の復興が急務
とされるなかで，漁協自営，そして企業経営
による漁場では操業再開に向けて動き始め
た。しかし，個人経営による小型定置網につ
いては漁具・漁船にあてる資金負担が過重と
なり，再開が危ぶまれるなかで，漁業者のグ
ループ化による共同操業として開始する状
況も始まっていた。 

日本の漁村で長い伝統を持ち，漁村経済の
活性化と漁場保全に大きな役割を果たして
きた「村張り定置網」の導入が震災復興に際
して有効に機能するかどうかを今後も継続
して調査を行う必要があり，東南アジアを始
めとする発展途上国沿岸域の安定的な漁業
生産と漁家経営を目指す上で重要なモデル
となる。 

2003 年にタイ国ラヨンに技術移転された
日本式定置網については操業技術や漁獲傾
向についてのモニタリングを継続してきた。
同時に，定置網に流向流速計と網深度計を設
置し，漁場流況と箱網の形状変化の関係，そ
して漁獲傾向との関係を解析してきた。また，
ラヨン県沿岸に風向風速計を設置し，季節風
による定置網操業への影響，そしてその他の
沿岸漁業の操業システムについて解析した。
この過程で，漁業者が複数の漁業種類，およ
び副業をもって収入の安定化を図っている
ことを明らかにした。 

定置網操業の環境インパクトの解明につ
いては，総合地球環境学研究所との共同研
究として，漁獲された種の栄養段階の推定
を行ってきた。水揚げ資料から得た年間漁
獲物組成を求め，主要種の食物連鎖上の栄
養段階の値 TL と漁獲量 Y をもとに，漁獲
物平均栄養段階 TLk を求めた。 
 
 
 
 D.Pauly らは数十年間といった長いスパ
ンでの広い漁場の平均栄養段階を求めて生
物多様性低下の傾向を見ているが，ここで
は地域的に限定された定置網漁場で，定ま
った定置網漁具についての検証を行い，こ
れがインパクト指標として有効であるかを
先ず検証する必要があった。そこで始めに
現地で得た漁獲物から筋肉片並びに消化管

内容物を採取し，魚種別，季節別に窒素炭
素安定同位体比を測定し，栄養段階の推定
を行って食物連鎖上の位置づけを行い，環
境中低次餌料生物の特性によって図 1 に示
すように 2 グループに分類できた。 

図 1 ラヨン定置網漁獲物の安定同位体解析 

図 2 定置網漁獲物の栄養段階別漁獲変動 

 

 2003 年から 11 年間の漁獲統計をもとに栄
養段階別に漁獲量の変動をまとめて図 2に示
した。漁獲物の主体は栄養段階として 3.0～
3.5 の階層となり，これに低次と高次の漁獲
物が散見される傾向が確認できた。 

 主要魚種の栄養段階と漁獲量の結果をも
とに年度別の漁獲物平均栄養段階を算出し
て図 3 に示し，11 年間の経過で突然の大きな
変化はなく，やや上昇する傾向のなかで安定
していることが確認できた。この傾向は FAO

の FishBase による種別栄養段階をもとに算
出した Manajit(2011 )の結果と同じであり，
実際の漁獲物をもとに栄養段階を算出した
本研究の結果がやや高い傾向にあることが
結論できた。また，タイ国の他海域で浅海に
設置された小型定置網ではより低次の漁獲
物が主体となっていた。トロールの漁獲物平
均栄養段階では年度を経て低落する傾向と
なり，これらと比較して日本式定置網が高次
栄養段階の種を主体としてバランスのとれ
た漁獲物組成となり，環境インパクトを評価
するための指標となることを提示した。 
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図 3 定置網の漁獲物平均栄養段階の傾向 
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